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としてのオブジェとなり美術館や博物館に飾られるようになってきた。 
本申請者はこれからの美術のあり方を日本古来の芸術鑑賞法の歴史に沿った形で、本人に代表される日本
人の感性を、いかに現代に再生できるかを問いかけている。 
日本的空間の室内に作品を「しつらう」際には五感が大きな意味を持ち、触覚、音、匂い、漂う空気につ
いても考慮が必要であることを念頭に提出作品を完成させている。室内に様々な木材と造形方法によって構
築された枯山水に代表される作品を配置させることによって、見えてくる世界は精神世界をも高める物であ
る。 
本申請者の論文、作品ともレベルが高く充分に本学の博士号の取得に価する実力を持っている。今後は自
身が作家として，また指導者として活躍することを期待している。 
